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論文審査の結果の要旨

保健師は地域において多様な保健活動を行っているが、近年、精神保健活動へのニーズが高く

なっている。精神保健福祉法第 24条による醤察官通報では、自傷他害の恐れのある急性の精神

症状を呈している者等への対応を行うことが求められており、その対応には日度な専門的知識や

技術が必要である。しかし、現状は知誠・技術の投育や支援体制のiit-fili'J不足の中で、保健師個人

の力市：で、対応している。本研究は、第 24条通報対応において保健師に必要とされるケアを評価

するためのケア評価指棋の開発を行い、その尺度の信仰i性および妥当性を検討したものである。

本研究は評価指t~IJl4発のために 3 段目。？のプロセスを経ている。第 1 段階では第 24 条対応に熟

糾した保他師を対宗とした面接；；1,i;i査を行い、それをもとに第 2段階でm24条対応の経験があり

保他師活肋に関する研究を行っている大学教員、保他日市へのJJ，日夜を通して指初：原案の作成および

修正をしている。；j~ 3段階では第 2段階で作成したケア評価尺＆＇を用いた棋 rur式！！既記名自記式質

問紙µJ.'ij：任と探索的因子分析および~M在的因子分析を行っている。訓査は全国保他所 491 f:;';j所の

842名を対乍として行い、有効回答 432名（有効回答率 51.3%）を分析対乍とした。統計解析に

は SPSSおよび SPSSAmos を用いて、探索的因子分析と検証的因子分析を行い、内的1＼＇~合性お

よび内容的妥当性、~＝，＇•＼成概念妥当｛、生、基準！日l辿妥当性を iiJ.'iJべた。

指松原案として作成した 55項目のケア評filli尺度の項目について、項目分析により 5項目が削

除され、以終的に 50 巧目で因子分析が行われた。探索的因子分析により、 31 項目 5 因子h'·~造で

明 !IJ；~な J1土i印IJTを符た。保似師のケア実践行f)J指t；•：として抽出された因子は、「危初、状況の評価と

対＂ '1（者が法ちげきを取り戻すためのケアJ 「不安を怪）J，；~し、安全に措 li"i'：診察に向かうためのケア」

「保必を仏会と捉え今後の介入の足がかりを作るケアJ「対乍者が家族の－nであり続けるため

のケア」「拍：ii"l:,i会宗の~・否に必~：な的報を見·Wめた客M~的データの収（七J と命名された。

じ頼性と妥当性を検証したところ、指t：・：全体及び下位因子のクロンパツクイ系数より内的K：合性

によるイμ．『rJ!l[

内容的妥当性を （i'(1：保した。探宗的因子分析の結民、仮説モデ、ルの検証的因子分析、経！1i•ii年数別の

指t；·~1u点の比•I＇.交、さらに先行研究の結果も合わせて 1111＼成 IJ見念妥当性が （1（，：’認された。また、 Hltl＇：と

基準｜知山 3Jj'f 目との関辿を l会 l付した結！－！~、一定T7=.J！＼＇の 1l己fiiWJ辿安当性がMn保されていた。

今回IJM発された釘 24条通出対応において保問師に必叫とされるケアを評価するためのケア評

価指椋を用いることにより、保削師は自己の実践を評川し向上につなげることができる。また、

これらの対応の！＝y＼討を辿して、保他自IPのキ！？神保拠活向に｜長lする技術の山手:i'lや向上の可能性があり、

この評仙ー尺度のIJl・JJ＆の；古品はi:':jし、。

:fi；：煮を行い、当該研究の位li1'1：づけ、方法論に閃する知，；｛；！；：や関辿する研究業料、研究に関する考

察を隊認した結果より、本論文が博士（者日立学）の学位に十分に航するものであると認めた。
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